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(百万円未満切捨て)
１．平成26年９月期第３四半期の連結業績（平成25年10月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年９月期第３四半期 43,222 14.4 2,485 39.5 2,707 31.5 1,569 43.6

25年９月期第３四半期 37,794 4.4 1,782 △9.1 2,058 △0.6 1,092 9.7
(注) 包括利益 26年９月期第３四半期 1,638百万円(△14.6％) 25年９月期第３四半期 1,919百万円( 79.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年９月期第３四半期 108.84 108.73

25年９月期第３四半期 76.82 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年９月期第３四半期 27,809 16,341 57.0

25年９月期 25,181 15,338 59.2
(参考) 自己資本 26年９月期第３四半期 15,863百万円 25年９月期 14,899百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年９月期 － 15.00 － 15.00 30.00

26年９月期 － 15.00 －

26年９月期(予想) 15.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

25年９月期第２四半期末配当金の内訳 記念配当 5円00銭
　

　

３．平成26年９月期の連結業績予想（平成25年10月１日～平成26年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,000 11.6 3,000 22.9 3,200 15.4 1,800 22.0 125.07
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 -社（社名） 、除外 -社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料４ページ「２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 (２)四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年９月期３Ｑ 14,503,854株 25年９月期 14,503,854株

② 期末自己株式数 26年９月期３Ｑ 200,213株 25年９月期 107株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年９月期３Ｑ 14,422,327株 25年９月期３Ｑ 14,225,216株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)  経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府の金融財政政策が継続し、円安基調も定着する環境

下、消費税率引上げに伴う駆込み需要とその反動減で個人消費を中心に振れを伴いつつ設備投資の増加

もあり、全体としては緩やかな回復基調が続いております。 

このような環境下、三洋貿易グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は43,222百万円（前年同

四半期比14.4％増）となり、販売費及び一般管理費の抑制もあって営業利益は2,485百万円（前年同四

半期比39.5％増）、経常利益は2,707百万円（前年同四半期比31.5％増）、四半期純利益は1,569百万円

（前年同四半期比43.6％増）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①ゴム・化学品

ゴム関連商品は、主力の自動車向けや家電・情報機器関連向けの合成ゴムおよび副資材の販売が順調

に推移しました。 化学品関連商品では塗料・インキ用添加剤は堅調に推移しましたが、輸入品は円安

の影響もあり低調でした。 

この結果、売上高は18,214百万円（前年同四半期比7.2％増）、セグメント利益（営業利益）は845百

万円（前年同四半期比4.8％増）となりました。 

②機械資材

産業資材関連商品は、自動車用各種部品が引き続き好調に推移しました。科学機器関連商品では官公

庁など公的研究機関向けを中心に各種分析・試験機器の販売が好調に推移しました。機械・資材関連商

品は、主力の飼料用ペレットミルが関連商品・サービス含め低調な一方、接着剤関連機器は堅調でした。 

この結果、売上高は11,660百万円（前年同四半期比31.4％増）、セグメント利益（営業利益）は

1,180百万円（前年同四半期比49.4％増）となりました。 

③海外現地法人

Sanyo Corporation of Americaは、吸水性樹脂、ゴム関連商品や自動車用部品が堅調に推移しました

が、工業用フィルムは低調でした。三洋物産貿易（上海）有限公司はゴム関連商品が好調だったものの

自動車用部品が低調に推移しました。San-Thap International Co., Ltd.（タイ）は、ゴム関連商品や

自動車用部品などが好調に推移しました。 

この結果、売上高は8,659百万円（前年同四半期比26.3％増）、セグメント利益（営業利益）は260百

万円（前年同四半期比2.2％増）となりました。 

④国内子会社

コスモス商事㈱は石油ガス、海洋・船舶、CO2地中貯留関連機材を中心とした販売や機材レンタル事

業が引き続き前年を大きく上回りました。㈱ケムインターは化学品などが好調だった一方、韓国向け液

晶・半導体関連商品が前年を下回りました。一方、アロマン㈱は国内半導体業界の不振および空洞化の

影響を受け業績は低迷しました。 

この結果、売上高は4,506百万円（前年同四半期比8.1％減）の減収となりましたが、セグメント利益

（営業利益）は439百万円（前年同四半期比76.2％増）の増益となりました。 
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(２)  財政状態に関する説明 

（資産） 

流動資産は、大口の前受金入金による現金及び預金の増加や売上増に伴う売上債権の増加、商品及び

製品の積み増しにより前連結会計年度末比2,557百万円増加し、22,595百万円となりました。 

固定資産は、海外子会社設立等による投資有価証券の増加や国内子会社による機械装置の購入により

前連結会計年度末比69百万円増加し、5,213百万円となりました。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における総資産は27,809百万円（前連結会計年度末比2,627

百万円の増加）となりました。 

（負債） 

流動負債は、仕入債務や前受金の増加により前連結会計年度末比1,676百万円増加し、10,369百万円

となりました。 

固定負債は、主に役員の退任による役員退職慰労引当金の減少により前連結会計年度末比51百万円減

少し、1,098百万円となりました。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における負債は11,468百万円（前連結会計年度末比1,625百

万円の増加）となりました。 

（純資産） 

自己株式を買い入れたことにより自己株式が増加した一方で、四半期純利益の計上によって利益剰余

金が増加いたしました。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における純資産は16,341百万円（前連結会計年度末比1,002

百万円の増加）となりました。 

(３)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年９月期の連結業績予想につきましては、平成26年４月22日発表の通期の業績予想から変更あ

りません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(２)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。 

 

(３)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(３)  四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成24年10月１日  至  平成25年６月30日） 

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）３ 
ゴム・ 
化学品 

機械資材 
海外 

現地法人 
国内 

子会社 
計 

売上高          

  外部顧客への
売上高 

16,990,564 8,876,009 6,855,511 4,901,421 37,623,507 174,246 37,797,753 △3,600 37,794,153 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

1,206,938 131,241 836,428 47,671 2,222,280 15,723 2,238,004 △2,238,004 － 

計 18,197,503 9,007,250 7,691,940 4,949,092 39,845,787 189,969 40,035,757 △2,241,604 37,794,153 

セグメント利益 806,861 790,220 254,934 249,215 2,101,230 109,040 2,210,271 △427,883 1,782,388 

(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んでおります。 

２. 調整額は、以下のとおりであります。 

(1) 外部顧客への売上高の調整額△3,600千円は、管理会計との為替調整額であります。 

(2) セグメント利益の調整額△427,883千円には、のれん償却額△74,388千円、各報告セグメントに配分し

ていない販売費及び一般管理費△264,417千円、管理会計との為替調整額△122,593千円が含まれてお

ります。 

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成25年10月１日  至  平成26年６月30日） 

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）３ 
ゴム・ 

化学品 
機械資材 

海外 

現地法人 

国内 

子会社 
計 

売上高          

  外部顧客への
売上高 

18,214,709 11,660,183 8,659,093 4,506,376 43,040,363 175,128 43,215,491 6,828 43,222,320 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

1,440,440 148,798 903,828 637,437 3,130,503 24,963 3,155,467 △3,155,467 － 

計 19,655,150 11,808,981 9,562,921 5,143,813 46,170,867 200,091 46,370,958 △3,148,638 43,222,320 

セグメント利益 845,341 1,180,395 260,470 439,043 2,725,250 117,794 2,843,045 △357,097 2,485,948 

(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んでおります。 

２. 調整額は、以下のとおりであります。 

(1) 外部顧客への売上高の調整額6,828千円は、管理会計との為替調整額であります。 

(2) セグメント利益の調整額△357,097千円には、のれん償却額△1,166千円、各報告セグメントに配分し

ていない販売費及び一般管理費△302,043千円、管理会計との為替調整額△51,578千円が含まれており

ます。 

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成26年３月11日開催の取締役会の決議に基づき、経営環境の変化に対応した機動的な

資本政策を遂行するため、平成26年３月12日に市場買付により当社普通株式200,000株を総額

192,000千円で取得いたしました。この結果、当第３四半期連結会計期間末における自己株式は、単

元未満株式の買取と併せて前連結会計年度末比192,093千円増加し、192,150千円となりました。 
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